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交通ルールを守ってね
一般質問
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平成28年
第3回 定例会

9月15日～16日

　

９
月
15
日
に
平
成
28
年
第
３

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
27
年
度
決
算
認
定

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
認
定
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

　

委
員
長
に
大
沼
議
員
、
副
委

員
長
に
津
川
議
員
を
全
員
協
議

会
で
指
名
し
、
10
月
24
日
か
ら

27
日
ま
で
の
日
程
で
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◎
28
年
度
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
予
算
に
2
5
8

4
万
円
を
増
加
し
、
総
額
56
億

3
6
1
4
万
円
と
し
ま
し
た
。

〈
主
な
内
容
〉

○
移
住
定
住
応
援
費

　
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業

　
補
助
金

　
　
　
　
　
　

2
1
6
0
万
円

　

教
員
住
宅
跡
地
に
建
設

○
教
員
住
宅
管
理
費

　

教
員
住
宅
解
体
工
事

　
　
　
　
　
　
　

4
0
8
万
円

◎
条
例
の
設
置

　

町
立
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
運
営

協
議
会
設
置
条
例

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
に
対
す

る
評
価
及
び
助
言
等
を
行
う
協

議
会
の
設
置

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

現
教
育
長
の
生
沼
篤
司
氏
の

任
期
満
了
に
よ
り
、
吉
田
憲
司

氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
よ
り
小
西
克
典

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

今回の定例議会の傍聴者は、11名でした。
みなさまの傍聴を待っています。 

ファクトリー施設

第
5
回 

臨
　
時
　
会

6
月
29
日 

一
般
会
計
補
正
予
算

商
工
業
振
興
費

商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
核
施
設

整
備
事
業　

補
助
金
増

　
　
　
　
　
　

7
5
4
1
万
円

　

当
初
２
億
4
7
5
万
円
の
補

助
金
を
予
定
し
て
い
た
が
、
補

助
金
が
２
億
円
と
な
っ
た
た
め
、

施
設
規
模
の
見
直
し
な
ど
で
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

第
6
回 

臨
　
時
　
会

7
月
25
日 

○
米
穀
低
温
貯
留
乾
燥
調
製
施

設
色
彩
選
別
機
整
備
工
事

請
負
契
約

　
　
　
　
　

４
億
9
9
1
万
円

色
彩
選
別
機
2
4
0
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
６
台
設
置
す
る
こ
と
で
2.3

倍
の
能
力
と
な
り
ま
す
。

○
地
域
密
着
多
機
能
型
総
合
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業　

あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
（
建
設
工
事
）・（
機

械
設
備
工
事
）
請
負
契
約

　

建
設　

２
億
8
5
1
2
万
円

　

機
械　
　
　

6
4
8
0
万
円

　

工
期
は
来
年
８
月
末
で
す
。

第
7
回 

臨
　
時
　
会

8
月
22
日 

一
般
会
計
補
正
予
算

移
住
定
住
応
援
費

　
　

委
託
料　

増

　
　
　
　

1
7
4
0
万
円

　

国
費
、
道
費
に
よ
る
空
き
家

対
策
費
で
す
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

7
5
6
万
円
、
広
告
委
託
費
に

8
7
7
万
円
で
す
。

質問答弁をわかりやす
く簡単にしてほしい。
診療所の中に薬局はで
きないのでしょうか。

80歳　男性

傍聴席の生の声
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TPPの国会承認に反対する
１．生産現場を置き去りにした構造改革に断
固反対
２．規制改革・効率優先の農政を改め、家族
農業を守り育てる基本政策の確立を
３．ＴＰＰ協定における重要５品目の聖域を
守り、国会承認は断じて行わないこと

「米政策改革」の抜本的見直しを
求める
１．米の需給と価格の安定をはかり、水田農
業の持続的発展に期する政策の確立を

２．需給調整対策に官民一体となり取り組む
こと

３．生産現場で最も要望の多い主食用米の生
産コストと販売価格の差額を補てんする直
接支払制度を導入すること

安心して酪農・畜産経営が持続できる
政策の確立を求める
１．指定団体制度の根幹の堅持が大切
２．生産基盤の強化対策の推進を

林業・木材産業の成長産業化に向けた
施策の充実を求める
１．森林吸収源対策を推進すること。
２．森林整備事業と治山事業の財源の確保を
３．森林資源の循環利用を通じて一体的な取
り組みを

意見案第２号

議決された意見書
意見案第３号

意見案第4号

意見案第５号

以上意見案は、関係機関に送付しました。

表紙の写真
　11月３日に行われた沼田町交通安全町民大会のアトラクションのひとコマ。
　町民大会には320人の参加があり、交通事故死ゼロ2,000日に向け改めて
意識を高めました。
　アトラクションには反射神経ゲームや、こども免許証発行、ＪＡＦのメ
ガクルーザーや白バイ、パトカーの展示がありました。
　体験コーナーに112人が参加しました。

議会と「お話し」しませんか？

　町政策に関すること、みなさまの生活
に関すること、地域の課題など、日頃か
ら感じていることをお聞かせ下さい。

申し込み窓口：沼田町議会事務局　　35-2117

懇話会のようす
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町
長
へ
の
一
般
質
問

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

こ
こ
数
年
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

納
税
者
が
希
望
す
る
町
に
寄

付
す
る
こ
と
で
所
得
税
、
住
民

税
控
除
を
受
け
る
事
が
出
き
、

合
わ
せ
て
特
色
あ
る
返
礼
品
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

沼
田
町
へ
の
寄
付
金
額
も
伸

び
て
い
る
が
こ
こ
数
年
の
税
額

の
推
移
を
聞
き
た
い
。

　

沼
田
町
の
返
礼
品
も
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
主
な
も
の

は
な
に
か
。

長  原   誠
議員

我
が
町
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」は

制
度
を
通
じ
て
沼
田
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い

問答

問　
近
年
沼
田
町
で
は
農
家

の
後
継
ぎ
が
Ｕ
タ
ー
ン
就

農
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
さ
ら

に
は
新
規
就
農
者
、
法
人
な
ど

で
農
業
に
携
わ
る
若
者
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
長
年
の
所
得
政
策
の

効
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
米
を
め
ぐ

る
環
境
は
厳
し
く
、
生
産
調
整
、

数
量
配
分
の
廃
止
、
直
接
支
払

の
廃
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
よ

る
所
得
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

国
は
農
業
の
所
得
政
策
を
農

産
品
の
輸
出
、
６
次
化
に
よ
る

付
加
価
値
で
補
お
う
と
し
て
い

る
が
、
個
人
農
家
で
は
取
り
組

ど
を
農
業
関
係
者
と
協
議
の
中

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

JA
と
３
町
の
関
係
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
考
え
方
、

町
の
考
え
も
違
い
ま
す
。
し
か

し
、
３
町
の
力
を
集
積
す
る
こ

と
に
よ
り
、
効
果
の
出
る
も
の

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

　

改
良
区
に
つ
い
て
は
ま
だ
話

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
実
態
は

わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
協
議

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
規
就
農
者
、

み
が
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
大
き
な
組
織
（
JA

を
中
心
と
し
た
３
町
）
４
者
協

議
が
で
き
る
環
境
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
今
後
、
沼
田
町
に
お
い

て
は
改
良
区
施
設
の
老
朽
化
に

と
も
な
う
用
水
路
事
業
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
20
年
間
で
進
め

る
計
画
で
す
が
、
事
業
費
が
大

き
く
な
る
の
で
、
負
担
の
軽
減

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
軽
減
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

　

今
ま
で
の
取
り
組

み
の
中
で
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
、
農
地
流
動
化
対
策
、
特

作
へ
の
ハ
ウ
ス
助
成
な
ど
の
効

果
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
は
新
規
作
物

の
導
入
支
援
、
総
合
対
策
室
に

よ
る
担
い
手
へ
の
指
導
体
制
、

６
次
化
推
進
に
向
け
た
事
業
な

鵜野範之
議員

今
後
の
農
業
所
得
政
策
を

　
　
　
　
ど
の
様
に
取
り
組
む
か

後
継
者
が
希
望
の
持
て
る
対
応
を
す
る

問答

町長と農業後継者との懇談

後
継
者
が
希
望
の
持
て
る
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
付
金
に
よ
る
税
収

が
大
き
く
な
る
こ
と
で
地
方
交

付
税
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
聞

き
た
い
。　

納
税
の
推
移
は
、

昨
年
は
１
万
2
3
4

4
件
で
１
億
9
4
0
0
万
円
で
、

平
成
20
年
は
52
件
で
4
8
8
万

円
で
す
の
で
７
年
間
で
相
当
な

伸
び
率
で
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
平
成
27
年
は

10
倍
に
の
び
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
雪
中
米
が
72
％
と

人
気
が
高
く
、
加
工
場
製
品
、

牛
肉
、
メ
ロ
ン
な
ど
で
す
。

　

雪
中
米
は
、
本
年
も
８
月
末

で
昨
年
の
倍
以
上
の
件
数
で
す

の
で
返
礼
品
と
合
わ
せ
て
沼
田

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
税
収
は
交

付
税
の
影
響
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。

長
原
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
電
気
自
動
車・充
電
設
備
の
導
入
は

答
充
電
設
備
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
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町
民
会
館
の
今
後
の
利
用
を
ど
う
す
る
の
か

最
低
限
の
維
持
を
し
て
他
の
施
設
へ
の
移
行
も
考
え
て
い
る

問答

昭和52年に立てられた町民会館

問　
既
に
進
め
ら
れ
て
い
る

町
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
地
域

密
着
型
多
機
能
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
に
向
け
て
、
町
民
が
受

診
し
易
い
医
療
機
関
、
利
用
し

や
す
い
薬
局
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
は
患
者
に
対
す
る
薬

物
治
療
の
安
全
性
・
有
効
性
の

向
上
、
更
に
地
域
包
括
ケ
ア
の

機
能
を
生
か
し
た
医
療
費
の
適

正
化
、
か
か
り
つ
け
薬
局
の
今

後
な
ど
情
報
公
開
や
町
民
の
理

解
を
求
め
る
指
導
が
急
が
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

深
川
に
あ
る
院
外
薬
局
を
み

て
も
医
薬
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が

利
用
者
に
実
感
さ
れ
て
い
な
い
、

薬
局
で
「
お
薬
手
帳
あ
り
ま
す

か
」
と
聞
か
れ
る
ぐ
ら
い
が
現

状
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
5
年

ま
で
に
す
べ
て
の
薬
局
を
か
か

り
つ
け
薬
局
へ
と
機
能
の
充
実

を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
事
業
は
充
分
に
町
民
に

理
解
さ
れ
る
よ
う
説
明
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
出
来
る
院
外
薬

局
は
そ
の
進
め
方
が
耳
に
入
っ

て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
と
の
連
携
に

よ
る
丁
寧
な
服
薬
指
導
、
残
薬

解
消
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製
品
の

推
奨
な
ど
で
介
護
を
す
る
者
、

医
者
、
薬
局
も
力
を
合
わ
せ
て

国
保
の
適
正
化
に
努
め
る
べ
き

で
は
。

杉本邦雄
議員

医
薬
分
業
と
か
か
り
つ
け
薬
局
の
今
後
の
役
割

来
年
の
開
業
に
向
け
て
連
携
も
含
め
検
討
し
た
い

問答

　

現
状
の
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
院
内
薬
局

で
す
の
で
院
外
薬
局
の
体
制
で

は
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
全
面
に
出
し
、
ク
リ

杉
本
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
農
業
基
盤
整
備
の
早
期
完
成
へ
の
支
援
を

答
関
係
団
体
と
協
力
し
対
処
し
て
い
き
た
い

問　
昭
和
52
年
に
完
成
し
た

町
民
会
館
の
利
用
状
況
は
、

で
き
た
当
初
は
様
々
な
催
し
物

と
か
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

近
年
は
特
定
の
催
し
物
の
み
と

い
う
様
な
印
象
で
す
。
独
自
の

行
事
と
か
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で

利
用
す
る
事
も
必
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
建
物

の
老
朽
化
も
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。
軽
微
な
細
か
な
修
理
を
継

続
的
に
や
る
事
に
よ
り
永
く
使

用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
年
間
の
利
用

は
何
日
だ
っ
た
の
か
。
今
後
の

利
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
施
設
の
補
修
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
修
繕
を
計
画
し

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
　
生
沼
教
育
長

　

27
年
度
の
年
間
利
用
は
利
用

日
数
で
1
9
4
日
で
す
。
１
年

の
２
／
３
程
は
利
用
さ
れ
て
い

る
状
況
で
、
利
用
者
の
数
は
、

年
間
9
6
0
0
人
程
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
主
な
中
身
は
、
町

内
会
で
利
用
さ
れ
る
の
が
４
件

で
、
町
民
が
1
0
0
人
以
上
集

ま
る
も
の
で
、
年
間
10
件
ぐ
ら

い
で
し
た
。

　

町
内
の
サ
ー
ク
ル
や
民
間
の

業
者
が
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
整
体

な
ど
で
定
期
的
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

小峯　聡
議員

ニ
ッ
ク
も
、
開
業
す
る
院
外
薬

局
に
も
対
応
し
た
い
と
当
初
よ

り
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
開
業
に
向
け
て
地
域

包
括
ケ
ア
の
進
め
方
、
連
携
も

含
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

答
　
金
平
町
長

　

現
在
3
0
0
人
以
上
収
容
で

き
る
施
設
は
他
に
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
今
後
ど
う
し
て
い
く

か
は
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
の

施
設
は
年
間
維
持
費
が
8
0
0

万
円
程
か
か
っ
て
い
て
、
使
用

料
は
1
0
0
万
円
以
下
で
す
。

30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設

は
増
え
て
お
り
、
最
低
の
レ
ベ

ル
で
維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

１
億
円
近
い
修
理
費
が
今
後

か
か
る
事
も
予
測
し
て
い
ま
す
。

来
年
で
き
る
商
業
施
設
を
利
用

す
る
な
ど
他
の
施
設
へ
の
移
行

も
考
え
て
い
ま
す
。
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橋
場
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
熊
の
捕
獲
の
た
め
に
先
進
地
と
の
交
流
を
し
て
は

答
新
た
な
箱
罠
を
作
成
中
、猟
友
会
と
も
連
携
を
取
って
い
く

問
人
権
尊
重
に
注
意
を
は
ら
い
空
き
家
対
策
を
進
め
て
は

答
「
空
き
家
再
生
の
見
え
る
化
事
業
」を
す
す
め
対
応
し
た
い

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
民
の
命
に
係
わ
る
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
一層
反
対
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
情
報
公
開
が
な
い
が
、生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
に
は
対

応
し
た
い

橋場　守
議員

問　
旧
国
鉄
は
30
年
前
の
４

月
１
日
に
本
州
を
３
地
区

に
、
北
海
道
・
四
国
・
九
州
の

６
地
域
と
貨
物
扱
い
の
７
社
に

分
割
し
て
民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
営
化
後
一
年
目
の
JR
７
社

全
体
の
収
入
割
合
は
較
差
が
大

き
く
、
金
額
で
み
る
と
JR
北
海

道
は
9
1
9
億
円
で
東
京
駅
１

駅
の
収
入
1
0
0
0
億
円
よ
り

少
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
JR
四

国
の
乗
客
数
は
、
東
京
品
川
駅

の
乗
客
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。

　

当
時
運
輸
省
の
役
人
が
、
地

域
分
割
の
仕
方
を
間
違
え
た
と

言
っ
た
そ
う
で
す
が
分
割
は
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

道
路
は
行
政
が
管
理
し
鉄
道

だ
け
は
JR
が
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
足
を
守
る
立
場
で
路

線
廃
止
に
反
対
さ
れ
た
い
。

　

今
年
は
台
風
災
害
で
何
路
線

か
が
今
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
生
活
と
合
わ
せ
、
輸
送

の
問
題
は
北
海
道
全
体
の
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
れ
ば
、

現
路
線
は
守
っ
て
い
く
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

議
員
の
言
わ
れ
た

よ
う
に
今
、
台
風
に

よ
り
い
く
つ
か
の
路
線
が
止
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
だ
け
で
は
な
く
、
農
業

の
問
題
、
輸
送
の
問
題
な
ど
北

海
道
全
体
の
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
現
在
走
っ
て
い
る

鉄
道
は
守
っ
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　

JR
の
問
題
で
は
な
く
国
、
北

海
道
が
真
剣
に
な
っ
て
論
議
す

べ
き
で
す
。

　

現
路
線
を
守
る
こ
と
を
基
本

に
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

大沼恒雄
議員

問　
第
７
回
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
「
空
き
家
再
生
案

見
え
る
化
事
業
」
1
6
3
3
万

円
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
住
ま
い
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
町
が
空
き

家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か

る
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
先
行
し
て

行
い
、
移
住
定
住
の
推
進
と
空

き
家
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
魅
力
的
な
完
成
イ

メ
ー
ジ
や
見
積
り
内
容
を
Ｐ
Ｒ

し
て
も
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

か
か
る
費
用
の
応
援
を
し
な
い

と
定
住
促
進
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
行
の
助
成
制
度
に
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
助
成
を
新
た
に
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
取
得

に
お
い
て
選
択
肢
が
拡
が
り
住

み
良
い
住
宅
の
取
得
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

フ
ロ
ー
型
社
会
か
ら
ス
ト
ッ

ク
型
社
会
に
移
行
し
て
い
る
今

こ
そ
、
リ
フ
ォ
ー
ム
と
リ
ノ
ベ

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
助
成
で
定
住
応
援
を

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い

問答

JR
の
路
線
廃
止
に
反
対
を

現
路
線
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
進
め
て
い
き
た
い

問答

ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
意
識
し
施

策
を
進
め
る
こ
と
が
肝
心
と
思

い
ま
す
。
町
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

　

基
本
的
に
は
住
み

替
え
を
促
進
し
た
い

の
で
、
住
み
替
え
制
度
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
中
で
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
助
成
の
仕
組
み
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

現
行
の
限
度
額
25
万
円
の
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て
も
移

住
定
住
の
応
援
奨
励
金
の
中
に

組
み
入
れ
て
い
く
必
要
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

社会資産の蓄積に価値を見いだし利用を行な
う社会のこと。

中古住宅の機能・性能を一新し、活用する行為のこと。

ストック型社会

リノベーション

石狩沼田駅
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町
民
が
教
育
に
ど
の
様
に
参
加
す
る
の
か

制
度
に
沿
って
町
民
の
意
見
の
反
映
、参
画
を
図
り
た
い

問答問　
教
育
委
員
長
制
度
が
廃

止
に
な
り
、
新
し
く
総
合

教
育
会
議
が
作
ら
れ
、
役
割
が

今
後
大
き
く
な
り
ま
す
。

１
、
教
育
に
絡
む
教
育
以
外
の

町
の
案
件
を
ど
う
取
り
入
れ
る

か
。

２
、
教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
と
会
議
の
透
明
化
の

た
め
に
、
国
は
総
合
教
育
会
議

の
公
開
を
求
め
て
い
る
。
会
議
に
、

一
般
町
民
を
参
加
さ
せ
る
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

３
、
会
議
の
形
骸
化
を
事
前
に

制
度
で
防
ぐ
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

４
、
教
育
に
関
す
る
大
綱
を
町

長
が
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
民
の
参
加
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
、
教
育
長
、
教
育
委

員
長
が
各
々
答
弁
）
要
約

１
、
町
で
進
め
て
い
る
案
件
で

も
教
育
に
絡
む
も
の
も
あ
り
、

教
育
側
も
当
事
者
と
し
て
の
意

識
を
持
ち
な
が
ら
対
処
し
て
い

ま
す
。

２
、
総
合
教
育
会
議
で
す
が
、

傍
聴
を
入
れ
、
意
見
聴
収
を
行

う
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
周
知
を
行
わ
ず
に
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
制
度
に
沿
っ
た

方
向
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
、
沼
田
の
教
育
委
員
会
で
は
、

形
骸
化
と
い
う
表
現
は
当
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
な
議

論
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
沼
田
町
総
合
教
育
計
画
を

平
成
25
年
度
に
作
成
し
て
お
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
大
綱
と
し
て
い

ま
す
。
策
定
に
お
い
て
は
、
町

民
の
意
見
を
聴
き
大
綱
作
成
作

業
を
進
め
ま
し
た
。
計
画
に
は

町
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
や

参
画
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

久保元宏
議員

北空知議会議長連絡協議会中央要望実行行動報告
平成28年度

　例年行われている北空知の議員による中央要
望行動が行われ、北空知から10名の議員（沼田
からは、津川議員、小峯議員の２名）と事務局
２名で行ってきました。
　要望内容は農林水産省に、農業の振興と農業
農村の持続的発展について、厚生労働省に、地
域医療体制の充実確保について具体的に要望し
ました。
　１日目、北竜町のひまわりの種を使って「ひ
まわり油」を販売することになった日清オイリ
オグループ株式会社で食用油について研修しま
した。

　２日目、午前中、北海道選出議員に要望書を
提出し、午後より厚生労働省、農林水産省の職
員と意見交換を行いました。

平成28年８月８日～10日

厚生労働省との意見交換日清オイリオ

農水省との意見交換
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一番人気の返礼品

平成27年度
決　　　算

決算特別委員会で認定
10月24日～27日

委 員 長　大沼　恒雄・副委員長　津川　　均

ほ
た
る
館
の
指
定
管
理
者
が

効
果
を
出
せ
る
取
り
組
み
を

新
た
な
営
業
形
態
の
中
で
赤
字
幅
を
縮

小
す
る
こ
と
を
目
的
に
指
定
管
理
を
実

施
し
て
い
る
。

メ
ー
ル
ぬ
ま
た
の
登
録
人
数
の

拡
大
努
力
を

3
6
0
人
の
登
録
か
ら
の
び
て
い
な
い
。

操
作
方
法
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

登
録
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
町
民
に
呼
び
か

け
た
い
。

介
護
員
の
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は

介
護
職
員
の
確
保
は
重
大
な
問
題
と
思

っ
て
い
る
。

今
年
か
ら
人
材
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し

て
８
人
が
受
講
し
て
い
る
。

専
門
学
校
の
奨
学
金
免
除
な
ど
検
討
し

て
い
る
。

市
街
地
に
入
り
や
す
い
交
通
網
の検

討
を

信
号
設
置
の
要
望
も
あ
る
の
で
、
全
体

的
に
交
通
網
を
検
討
し
た
い
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
の達

成
努
力
を

総
合
戦
略
を
予
算
化
し
て
い
る
。

移
住
定
住
を
Ｐ
Ｒ
し
て
目
標
値
を
ク
リ

ア
し
た
い
。

本
願
寺
駅
逓
な
ど
観
光
資
源
の

有
効
活
用
を

内
部
見
学
者
が
い
な
い
の
が
現
状
。

化
石
な
ど
他
の
施
設
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

ふるさとづくり基金が

各課説明・質疑　質問　15問中　2問掲載

各課説明・質疑　質問　27問中　4問掲載

全会一致で認定される

感謝 ふるさと納税
1億9400万円

2億1900万円に

一
般
会
計

歳
入
決
算
額

50
億
3
0
0
0
万
円

歳
出
決
算
額

49
億
1
2
0
0
万
円

実
質
収
支
額

１
億
1
1
0
0
万
円

町
債
残
高

39
億
5
0
0
0
万
円

基
金
残
高

37
億
1
0
0
0
万
円

久保議員

久保議員

高田議員

高田議員

小峯議員 杉本議員

問問問問

問問

答答答答

答答   

1 日 目

2 日 目
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実
習
農
場
の
運
営
に
つ
い
て

　

実
習
農
場
に
お
け
る
農
畜
産

物
生
産
経
費
の
節
減
に
努
め
、

採
算
性
の
あ
る
農
業
経
営
を
お

こ
な
い
沼
田
町
農
業
の
見
本
と

な
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

望
む

農
業
総
合
対
策
費
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

　

農
業
総
合
対
策
費
の
中
の
重

要
な
政
策
事
業
の
執
行
率
が
低

い
の
は
、
現
場
と
政
策
が
合
致

し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
の
農
家
が

あ
る
な
か
、
長
期
的
な
展
望
の

も
と
に
、
将
来
の
沼
田
農
業
の

あ
る
べ
き
姿
に
誘
導
す
る

　

政
策
を
関
係
機
関
と
共
に
検

討
し
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

　平成27年度においても、継続して古くなった配水管の設備改修が進められ、有収率は82.6％が
84.1％となり、適切な維持管理が行われている。
　しかし未収金は増加傾向にあることから、今後とも収納対策に取り組み、より一層の健全な事業
運営に努められることを望む。

平成27年度　沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定について

実
習
農
場
の
仕
入
れ
原
価
の削

減
努
力
を

農
場
は
目
的
が
薄
れ
て
い
る
が
、
収
支

改
善
に
担
当
者
が
努
力
し
て
い
る
の
で

理
解
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
望
ん
で
い
る
こ
と

を
支
援
セ
ン
タ
ー
・
法
務
省
と
論
議
を

し
た
い
。

高
収
益
作
物
事
業
の
執
行
率
が

低
い
理
由
は

結
果
的
に
低
か
っ
た
が
、
検
証
し
て
有

効
に
利
用
で
き
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

農
業
経
営
を
助
け
る
制
度
の
検
討
を

基
本
は
農
家
の
利
益
増
な
の
で
、
農
協

な
ど
含
め
て
検
討
し
た
い
。

質
問
総
数
65
問
中
、
町
長
に
聞
い
た
総
括
質
問
９
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各課説明・質疑　質問　23問中　3問掲載

高田議員小峯議員 津川議員

問問問 答答答

総
　
括

　

当
委
員
会
で
は
予
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
期
待

し
た
行
政
効
果
が
得
ら
れ
た

か
、
改
善
を
要
す
る
点
は
何
か

な
ど
に
主
眼
を
お
い
て
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
４
点
に
対
し

意
見
を
付
け
認
定
し
ま
し
た
。

ほ
た
る
館
の
指
定
管
理
者
制
度　

に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
信
頼
関
係

を
深
め
、
利
益
増
に
つ
な
が
る

運
営
を
図
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
町
民
の
更
な
る
利
用

向
上
が
得
ら
れ
る
施
策
の
展
開

を
望
む

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
を

下
回
っ
て
い
る
。
移
住
者
の
施

策
は
、
ほ
ぼ
充
足
し
て
い
る

が
、
定
住
施
策
が
不
足
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
現
状
を
分
析

し
、
更
な
る
定
住
施
策
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
望
む

決
算
認
定
に

次
の
意
見
を
付
し
ま
し
た

3 日 目

ミニトマト

ほたる館

実習農場
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８月２日～４日
福島・群馬・東京
８月２日～４日

調　査：沼田町「化石」の可能性

総務民教常任委員会
道 外 調 査 報 告

　

沼
田
町

で
は
９
千

万
年
前
か

ら
３
百
万

年
前
ま
で

の
幅
広
い

年
代
の
化

石
が
産
出

し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
か

ら
は
「
ヌ

マ
タ
ネ
ズ

ミ
イ
ル

カ
」「
ヌ

マ
タ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
」

な
ど
の
海
生
哺
乳
類
、「
タ
カ

ハ
シ
ホ
タ
テ
」
な
ど
の
貝
類
が

あ
り
ま
す
。
特
に
７
百
万
年
前

の
地
層
は
世
界
的
に
も
限
ら
れ

た
地
域
し
か
な
く
、
沼
田
の
ク

ジ
ラ
が
世
界
の
ク
ジ
ラ
の
謎
を

解
き
明
か
す
重
要
な
鍵
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
貴
重
な
世
界
規

模
の
地
層
、
化
石
を
ど
の
様
に

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
出
来
る
か
、

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　いわき市アンモナイトセンターは8900万年
前のアンモナイトなどの化石が発見された地
層をそのまま建物で覆った施設と隣接する屋
外体験発掘場からなっています。
館内はアンモナイトについて紹介する展示ゾ
ーンなど、太古の生物を観察することができ
る施設です。

　神流町恐竜センターは日本で最初に恐竜の足跡化石が確認さ
れ、のち恐竜化石も発見されました。これを契機に、恐竜で町
おこしに取り組んだ恐竜博物館です。
　展示内容は地元産化石を１割、モンゴルの恐竜などの化石の
レプリカを９割と恐竜を中心に約200点の標本に意識した展示
をしています。
　この他、化石発掘体験、売店（オリジナルグッズ）や食堂、
加工施設、キャンプ場など観光目的の施設運営になっています。

　国立科学博物館は国を代表する総合的な科学博物館で、自然史、科学技術史に関し、中核
的な研究機関と、主導的な博物館としての役割を担っています。
　ここは東京、上野にあり誰もがアクセスでき、鑑賞者と研
究者とのコミュニケーションが自然と生まれ知覚を刺激する

ことができ、展示を楽し
むことのできるミュージ
アムでした。

い
わ
き
市

神

流

町

東
京
・
上
野

見るだけではつまらない、触るだけでは物足りない、手に取るもの
から見えないものまで体感し、思考したくなる。そうしたメッセージ
性のある展示が必要である。
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10月17日～10月19日
秋田・岩手・宮城
10月17日～10月19日

調　査：沼田農業のあり方

産建福祉常任委員会
道 外 調 査 報 告

　

大
潟
村
で
の
農
業
の
状
況
や
担
い
手
の

育
成
、
後
継
者
対
策
な
ど
を
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
コ
メ
を
中
心
と
し
た
農

業
か
ら
野
菜
畑
作
を
取
り
入
れ
た
複
合
農

業
を
推
進
し
経
営
の
安
定
を
は
か
っ
て
い

る
。
後
継
者
の
多
く
は
村
外
の
農
業
以
外

の
職
を
経
験
し
て
か
ら
戻
っ
て
農
業
を
し

て
い
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

６
次
産
業
の
取
り
組
み
は
米
粉
、
ネ
ギ

の
加
工
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
米
粉
に
つ

い
て
は
粉
に
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
高

く
、
軌
道
に
乗
ら
な
い
が
、
グ
ル
テ
ン
ア

レ
ル
ギ
ー
向
け
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

農
地
の
不
耕
作
地
対
策
は
平
成
８
年
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
1
0
5
ha
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
平
成
12
年
か
ら

農
地
利
用
集
積
促
進
員
を
１
名
配
置
し
農

業
委
員
と
と
も
に
農
地
の
集
積
斡
旋
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
遊
休
農
地
と
し
て
確

認
し
た
図
面
を
作
成
し
意
識
啓
発
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
各
種
団
体
の

そ
ば
、
菜
種
の
栽
培
や
花
苗
な
ど
の
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

後
継
者
、
花
嫁
対
策
は
葛
巻
町
農
業
パ

ー
ト
ナ
ー
事
業
協
議
会
を
設
立
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

角
田
市
農
業
振
興
公
社
、
後
継
者
対
策

農
地
流
動
化
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。
角
田
市
農
業
振
興
公
社
は
農
協
の
広

域
合
併
に
よ
る
地
域
農
政
の
不
透
明
感

や
、
高
齢
化
、
兼
業
化
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
設
立

し
た
。
自
立
し
た
経
営
者
の
育
成
、
担
い

手
の
育
成
、
新
規
参
入
者
の
育
成
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
角
田

農
業
青
色
申
告
会
な
ど
６
つ
の
事
務
局
を

持
っ
て
い
る
。
農
地
集
積
促
進
員
（
農
業

委
員
15
名
）
に
よ
る
利
用
調
整
や
集
積
事

業
を
行
っ
て
い
て
、
認
定
農
業
者
へ
の
集

積
率
は
71
％
と
な
っ
て
い
る
。
花
嫁
対
策

と
し
て
は
婚
活
事
業
を
や
っ
て
は
い
る

が
、
な
か
な
か
効
果
は
表
れ
て
は
い
な
い
。

大

潟

村

葛

巻

町

角

田

市
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
６
年
11
月
24
日
発
行　

発
行
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沼
田
町
議
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〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　平成28年４月１日付で沼田郵便局長を拝命しま

した富田です。

　平成２年の新規採用時はここ沼田郵便局が振り

出しのため、故郷に帰ってきたかのようでもあり

変わらない風景に少しほっとしています。

　平成19年10月に民営化となり早９年が経過しま

した。郵便局が担う事業は全国『あまねく』『何処

でも』『公平に』提供されるユニバーサルサービス

が義務付けられており、都市部から山間部や離島

まで全国を繋ぐ重要な役割を担っています。また、

昨年は日本郵政グループ３社が株式上場され新た

なスタートを切りました。

　郵便局の最大の課題は皆様に向けて安定的なユ

ニバーサルサービスを提供していく環境をどう作

っていくかが最重要項目です。法や防犯の観点から、

まだまだ町民の皆さんの意に沿わない点も多く、

逆に私ももどかしく感じる点もあり申し訳なく思

う場面もあります。

　郵便局が皆さんに活用し易い機関になるよう微

力ではありますが誠心誠意取り組みますので今後

とも宜しくお願いします。

沼田郵便局長 富 田 茂 将

広
報
特
別
委
員

大
沼
恒
雄
　
小
峯
　
聡

高
田
　
勲
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之

我
が
町
の
名
物
は
雪
中
米

と
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

「
ト
マ
ト
が
赤
く
な
る
と

医
者
が
青
く
な
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
マ

ト
に
は
た
く
さ
ん
の
栄
養
素

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
リ
コ
ピ
ン
は
抗

酸
化
作
用
が
あ
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
化
予
防
や
美
白
効
果
も
あ

り
ま
す
。

一
日
の
摂
取
目
安
は
Ｌ
ト

マ
ト
で
２
個
、
プ
チ
ト
マ
ト

で
17
個
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

で
一
本
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
お

お
さ
じ
４
杯
で
す
。

ト
マ
ト
を
使
っ
た
食
品
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
健
康
維
持

に
務
め
ま
せ
ん
か
。

あ
と
が
き

活用し易い
郵便局をめざして

　

退
任
議
員
親
睦
会
（
山
木
一

男
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深

め
た
後
、
幌
新
温
泉
ほ
た
る
館

に
於
い
て
総
会
、
親
睦
会
を
行

い
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
成
績
発

表
も
あ
り
と
て
も
有
意
義
な
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　

今
後
共
、
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

長
沼
町
議
会
の
南
部
哲
郎
議

員
、
曽
我
部
義
貞
議
員
、
高
瀬

武
久
議
員
が
、
議
会
広
報
の
研

修
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
議
長
、
大
沼
広
報
委
員

長
、
小
峯
副
委
員
長
、
長
原
委

員
が
出
席
し
、
広
報
誌
の
発
行

規
程
や
作
成
作
業
な
ど
、
お
互

い
の
議
会
広
報
の
問
題
点
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

退
任
議
員
親
睦
会10月

６
日

長
沼
町
議
会
広
報
視
察
研
修

10
月
21
日


